
様式詳説シリーズ
復帰準備完了確認シート
・旧名称；療養段階確認シート②
・核⼼はその後の⾯接；業務ができるかどうかが視点（病気の改善をみない）
・役割を間違えない（できると主張すべきは本⼈）
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★復帰準備完了確認シート→予備⾯接
仕事ができそうかどうかを判断する。

業務⾯にくわえて労務⾯もチェック。

「チェックリストで会社側が判断」という視点ではなく、各項
⽬について「みなが納得できるように本⼈が説明をする」という
視点（負担軽減）。
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III(2) 業務への準備
1：仕事に戻るため、体⼒づくりや通勤練習をしているが、業
務遂⾏に関する準備は具体的にしていない
2：仕事に戻るため、業務に関する情報収集や、作業能⼒向上
のための具体的な準備をしている
3：仕事に戻るための業務に関する情報や作業能⼒の準備が完
了し、体⼒⾯もふくめ、すぐにでも仕事が開始できる

©Soshi Takao, 2021



IV(2) ルールや秩序の遵守、協調性

1：調⼦が悪い時に、遅刻をしたり、会社ルール、仕事の約束
を守れず迷惑をかける事は、病気なら仕⽅がないと思う
2：今後は、遅刻をしたり、会社ルール、仕事の約束を守れず
迷惑をかける事がないように努⼒する
3：集団の課題を理解して業務を⾏い、ルールを遵守して⾃分
勝⼿な⾏動はしないが、時々周囲に合わせることができない
4：今後は、常に集団の課題を理解して業務を⾏い、ルールを
遵守して⾃分勝⼿な⾏動はしない⾃信がある
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